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噴流を受ける平面の熱伝達
橘 藤　雄・内　藤　正　志

　以前に気体の噴流を平面に吹きつけたときの平面と噴

流の間の熱伝達に関する実験値を本誌（第6巻第3号）

に発表したことがあるが，気体ではノヅルを出た直後か

ら噴流の拡散が始まり，ノヅルと平面の距離が変ると実

際の噴流径も変ってくるので複雑になる．また平面上に

できる半径方向の流れもこれに接する空気と混合し，流

れ自体がはっきりしなくなるなどの事情もあり，かえっ

て液体噴流の場合の方がこの形式の熱伝達の機構を知る

のに便利である．実験はまず二つに分け，噴流によって

平面上に形成される流れ自体を調べる実験は熱伝達の行

われない状態で行い，熱伝達の実験には別の装置を用い

た．この方は水平黄銅板を加熱面とし，上方の水槽から種

々の径で水を落下させ裏面から水蒸気で加熱する．冷却

されて生じた凝結水は噴流の当った点を中心とする幅10

mmの環状帯ごとに別個に集められ，これから平面上の
局所熱伝達率を求める．熱伝達率は各環状帯ごとの放熱

量をおのおのの表面積で除し，さらにその部分の表面温
度と噴流温度との差で除したものとする．表面温度fJ　X－一・

様でないことは面に直角方向でない熱流を生じさせる結

果，実験結果の精度を低下させるが，噴流を受ける面の

熱伝達率は著るしく高く，また一様でもないので，蒸汽

加熱によってもなお表面温度を一様に近く保つことがで

きなかった．したがって一一zeサーモカップルにより局所

表面温度を測定しなければならなかった．実験結果から

分ることは噴流と同じ速度の一様な水流の中におかれた

平板の熱伝達率と似ているが一般にそれより高く，とく

に噴流の当った点の附近は著るしく大きな値を示し，ま

た噴流からある距離はなれた部分でまた熱伝達率の山が

できること等の事実である．特に噴流の当った点の附近

の局所熱伝達率はその値が異常に大きいのみならず，一

定の半径内の部分のみについて言えばそこの伝達熱量が

噴流の直径に大きく左右され，直径が小さい程大きくな

るかのように（もちろん限度はあるが）見えることは一

見奇異な感じがする．この点についてはさらに実験を行
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ってその原因機構を調べる必要がある．現在までに実験

した噴流は水槽からの自然落下によるもので余り大きな

速度ではないが実用面ではポソプなどによるさらに高速

の噴流が用いられることが多い．この場合の実験に進む

ためにはポソプなどの流れには乱れが多いから，噴洗に

乱れが加わったときの影響を予じめ知っておく必要があ

る．自然落下の噴流でも水槽に筐かの擾乱を加えると極

めて滑らかな流れであったのが，たちまち多数の放射状

の筋の入った乱れた流れに変ることがみられるので熱伝

達にも相当影響があるかも知れない．とれらの点につい
ては目下実験を行いつエある．　　　　（1955．　1．　25）

　生産技術研究所報告第4巻第4号予告
金森九郎他7名著　「高炉湯溜り吹精法に関する研究」

　金森教授以下多数の研究員が，昭和29年以来取組んで

きた研究成果を纒めたものである．まずわが国の製鉄業

が原料事情によ．，て，著しく制約されている事実を述

べ，こNから金森教授が粗悪原料，とくに高硫黄原料を

処理するために，空気による精錬すなわち吹精法の創造

的適用を企てた経過を，山型転炉による試験緩流式吹精

法，酸素製鋼法などの研究にかんする歴史的叙述によっ

て示し，これによって高炉湯溜り吹精法が生れた経過を

明らかにした．次に昭和24～25年生研で行ったキユポラ

による予備実験で，70％の脱硫率を得た経過に簡単にふ

れた後，昭和26～27年八幡製鉄所3t試験高炉で行った
中間試験を詳細に述べている．

　昭和26年度は高硫黄の群馬鉱石を40％装入しても，湯

溜り吹精の連続的適用にょ一．て，木炭銑級の低硫黄高マ

ソガソの優良平炉銑を得ると共に，吹精が炉況の回復と

維持に卓効を奏することを確めた．27年度は26年末に考

案した炉内試料採販法，および，故桑井助教授考案の粉

体吹込装置の適用によって，前年の成果の確認炉況の

急速回復策の研究を行い，この間に吹精前後における銑

鉄中諸元素の挙動を確かめ，炉内熔銑成分の迅速調整法

を見出している．さらに27年度には製鉄業界の注目の的
となっているラテイト鉱石の処理を試み，低温吹精にょ

り炉内熔銑の脱クロームが可能であることを発見し，こ

の過程で水を危険なしに熔銑中に吹込みうる，有効な温

度調節法を確立した．このようにして湯溜り吹精法は，

熔銑の成分および温度の迅速調整法に発展したが，これ

が工業化の最も大きな難点である，炉底荒れの事実と，

この対策に言及して，今後の研究方向を述べている．
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